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環境試験装置

-その自動車への適用-
Low Pressure Low Temperature Testing Chamber For Automobile

近年,製品の信椒件｢〔り上確イ末のため人工環境下での‾製札 放びその開発試験を実

施する‾方法が普及しつつあるが,日動卓エンジンの場合も高地気象,特に低圧･低

温環境を再現して,本格的に実験研究できる設備が要求されるようになってきた｡

このたび日立製作所は,財団法人日本日動申研究所へ我が国で最初の自動車用低圧･

低温環境試験装置を納入したが,この試験装置の開発に当たっては,

(1)大谷量の熱負荷を迅速に処理するための低温冷却装置

(2)高温のエンジン排オ､ス処理とi威圧システム

(3)試験室の外圧強度及びイ氏熱芥呈化

(4)試験三ミ壁を貴通する動力吸収用高速Ll_11転軸のシール

などに対処する課題が含まれており,本稿では,二れらの課題に対する巧1敵 役び

試験結果について述べる｡

n 緒 言

今日,自動車の輸山の伸長をはじめとする我が国の自動車

産業の目儲二ましい発展は,国産車がそれぞれの地域の気象端

境'卜て､極めて■知覧の†言植竹三を保持し,l‾耶祭車とLて不軌の地

位を確_､工できたことに負うところが人きい｡

輸出先は,アメリカ,カナダ,EC.清田をはじめとLて世

界のいたるところに拡大し,そのため対象となる1毛象馬場も

椒めてJム範幽かつ多様であるくつ また,各L巨lにjiける山勅卓の

排ガス公′#,あるいは走行安全件などの諸問題に関する法規

音別もjF々厳しくなる傾｢h=二ある｡

日動単の技術開発にとって弔要なことは,様々な気象瑞j克

一卜での総合的,多角的なノ実験研ノ先に虫うちされたものでなけ

ればならないといわれている｡

日動卓の環境テストは,輸山地域の拡大に伴い,f年一呪すべ

き1t象端境条件が多様化したことにより,従米の.設備では不

卜分となったく〕すなわち,高地1も簸である低J工,低i上,し条件を

も含めた広範凶環境下での自動車,特にエンジンの件能,排

か'ス特性,燃費などに対する研1先,開発が必ラ自となってきた

ことである｡このため,財L』法人【+本臼励車研`先所f･ま,⊥托が

国初の貴人規模による低圧･イ氏i上孟_環境試験装置の開発計画に

着手した｡口､土製作所もこれに横極的に巻向し,環境試験装

置及び実験棟--･式を完成納人した｡

以′卜に本装置の設計,製作,施二t及び逓伝･試験結果の概

要について述べる｡

臣l 特 長

本装置の特長を要約し次に述べる｡

(1)エンジン全員荷運転(発熱量200,000kcal/h)状態で,気圧

460Torr(高度4,000m相当),温度-40白cが維持可能で,托=勺

妓初の設備であり世界的にも克之人級の規模のものである｡

(2)計測壬の両側に200PSカ､､ソリンエンジン,及び700PSデ

ィⅧゼルエンジンまでを刈∵象とした∴つの実験三=図1)を配

置し,一系統の冷凍空調装置で各三三を制御可能である｡また,

*

日+工数作所土浦1二j易

深;軍汎茂* 凡んd5α珊仇roぶ㍍gビ

ウニウ調拭作1ミ(図2)での集中F別御管理システムを抹川した(〕

(3)冷凍機に600kWcつ二段旺抑iフロン22スクリユ【冷棟機を

イ射I】し,冷却‾方式は【白二膨式を採川した｡また,設置スペース

か小さく.総柄的(設備費放び逆転経費)で化`､〕二が簡単である‥

(4)日立製作所独自の減圧ノ女びエンジン排オ､ス処即システム

を抹川した､つ 実験1ミト川上力をマイナス乞くrf制御だけでなくプ

ラス江別御(外与も托に六ニイー▲されることなく760Torr維枯)が叶

能である〔ン

(5)新規構想の実験1i梢j_拉の開発に成功した.｡躯体はl肘J上紙

追の鉄筋コンクリ一卜追りで,内面にiもて新仏汀寺と断熱につい

て特殊処理を地し′左全件,経消竹三位び作能に似れている｡

(6)エンジンダイナモノーータの中｢耶山の恍貫通軸シールに1く

1.女役び断熱作に優れた軸封装置を設置し,機能放び什能を1111i

図l 低圧･低温実験室 実験室内に供託エンジンを設置Lたところを

示す｡再現環境は,温度-40～-†-50Dc,気圧は高度0～4′000m相当の760､460

Torrなどである｡
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芦■-

図2 空調操作室 空調操作室(総合監視制御盤)で.本低圧･低温環境

試験装置全系統の運転制御管理を行なう｡

表t 設計仕様条件 低圧･低温環境試験装置の主な計画仕様を示す｡

第l実験室はガソリンエンジンを,第2実験室はディーゼルエンジンを対象に

環境テストを行なう｡

項 目
l

第l実験室 第 2 実【挨重

l.宝寸;去

2.室内温度

5′000Lx6′000〝×4.000〃(有効)言5′000LX6.000〝×4′000H(有効)

-40～＋50Dc -40～＋508c

精度±2白C 精度±2¢c

3.室内湿度
30～80%RH 30～80%RH

精度士10%RH l 精度±川%RH

4.室内圧力 760丁､460Torr(富士山頂程!760T～460Torr(富士山頂程
度),精度±2% 度),精度±2%

5.室内試験物
主にガソリンエンジン(200PS) 主にティーーセルエンジン(700PS)

部品,バッテリーなど 部品,バッテリーなど

6,新鮮空気量
900m2/H(第l,第Z実験室の合計)

ただL,エンジン用及び作業員4名分として

7,室内熱負荷 max･200′000kca卜/H(第l,第2実験室の合計)

8.冷却時間 各室単独で十32□cから-400cまで2時間以内

9.加 熱時間 各室単独で-30cから十50♭cまで2時間以内

期的に向上させた｡

田 装置計画仕様

本装置の計画仕様を表1に示す｡実験室は第1実験室と第

2実験羊とに分かれており,前者は主に200PSまでのガソリ

ンエンジンを､後者は700PSまでのディーゼルエンジンを対

象とするものであるっ

表2 低圧･低温環境試験装置の構成 本装置の主な構成と設備内容

について示す｡

成 設 備 内 容

卜気象再現設備

2.動 力吸収設備

3,計 装 設 備

4.試験室気密断熱内

装及びイ寸帯設備

5.建屋及び付帯設備

及び受変電設備

=)冷凍装置系統

(2)加熱装置系統

(3)調湿装置系統

(4)空気調和装置系統

(5)ユ威圧及びエンジン‡非ガス処理装置系統

(6)新鮮空気装置系統

(7)蒸気源装置系統

(8)冷却水源装置系統

(9)空気源装置系統

川エンジンダイナモメータ設備(二式)(施工範囲外)

(2ほ十装設備系統

川妻板入扉(気密,断熱構造)

(2)観測窓(同 上)

(3)定 盤

(4)通話設備,合区王ベル

(5)照明装置

(6)C02消火装置

(7)CO警報装置

(8)各種計測端子箱,サービスホール

(9)クレーン設備

(10)エンジンダイナモメータ中間軸軸封装置

=)給排水衛生設備

(2)制御室空調設備

(3)照明,通話,消火設備など

(D
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図3 自動車用低圧･低温環境実験棟り皆配置図 本図はこの装置の全体配置のうちり皆平面配置を

示すもので･ニのほか2階には主空調器,ダクト,受変電設備機器などが設置されている｡
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No. 名 称

狂) 冷 凍 機 ユ ニ
ット

② 真 室 ポ ン プ

③ †排 ガ ス 冷 却 器

④ ∃給 気 ブ ロ ワ

⑤⑥. 1空 気 脱 退 装 置

⑦

⑧

温 水 タ ン ク

動 力 盤

⑨ ポ イ ラ

･⑩⑪ 総合制 御 監.視磐

⑲年号･
■エンジンダイナモメータ

(納戸㌔熟岩塩構造雫
⑯⑪

実 験 室 搬 入 扉

(断熱気密構造)



山 装置の構成と配置

本装置の構成を表2に,また実験棟のJ娃犀放び各設備機器

の配置を図3にホす｡本建屋は鉄筋コンクリート2ド皆裡構造で,

2ド皆には空調器及び′受変電設備機器‥などが設置されている｡

B 熟負荷特性

本装置の熟負荷特性は,表3にホすように 一般の一いi温･巾

湿装置などに比較して,実験室の内谷横当たりの内部発熱壷

が非常に大きく,時間に対する熱量の変化が極めて人きいこ

とが特徴である｡

熱負荷特性は,定常特竹三と過f度(非式三瑞)特件とに大別され

るが,本装置のように負荷変化量の大きな装置の計出では,

後者の解析と把抱三が特に重要である｡

熱負荷の大部分はエンジン負荷と空f洞送風機による負荷で

占められ,全体の85.3ヲ右である｡またエンジン無負荷1桔でほ,

最大負荷時グ)約20%にすぎず,負荷変化量が非常に大きいこ

とを示している｡

′.削且から最低子息度-40Dcを得るための冷却所要時間の技二ね

は実験能率を大幅に左右するため,今日では非常に重要視さ

れている｡同表から明らかなように,冷却時間にかかわる三夫

験:手の熱谷_追は非常に大きな伯で,1ミf左】ミ_＋32D(二から-400cま

で2時間で冷却するときの時即j当たり〕fくだJで約380,000kcal/h

の冷却負荷となる｡ニの他は,エンジン全員荷逆転時の定常

最大負荷284,800kcal/hより約100,000kcal/h超過するもグ)で

ある()1芙験案構造の選定いかんによりこの値は更に大きなも

のとなる｡本装置のように冷i東装置の容量が冷却時間から決

起される場介には,実験室の躯体構造の考察と,内装構造体

の低熱答呈化が特に大切であり,8.の実験弓ミ構造で述べるよ

うに今回,実験室に対し新しい躯休構造と内装構造及び.T法

を考案し,実験主立構造体の低熟容量化に成功した√〕なお表3

は低熱容量化後の値を示してし､る.｢

空気調和装置系統

送風機

M

電動機

加熱コイル 冷却コイル

封装置

CO2消火設備

外気へ
放出

第2実根室

∈)

ティー也レエンジン

第1実宅重宝

rモや･心_こ〆

監視窓

ディーゼルエンジン

環境試験装置-その自動車への適用- 5S7

表3 実験室の低温熟負荷特性 実験室温度-400cにおけるエンジン

無負荷の場合と全負荷運転の場合の熱負荷特性を示Lたものである｡熱容量負

荷は夏季外気条件＋320cの状態から実験室内温度を-400cまで冷却するとき,

室内床,壁.天井などの内装材及び空調器鉄材などから放出する熱量の総和を

示す｡

負荷項目 ､-､---一温度 -400c無負荷 1L二諒占全妄高

エンジン負荷

空調器用送風機負荷

新鮮空気負荷

照明負荷十
侵入熱損失(ダクト損失含む)

換気損失

観測窓損失

作業員発熱

防熱ネオ熱容量

-kcalル

･200,000

%
70.Z

kcal./h

43′000

l
l■

:43,000 15.1

8.1

l.7

3.2

1.0

5.000

9′000

ち2ヲ′??0

5二?ODて
9.000!

3′800 3′000

200 1 200 0.l

0.6l′600 弓 ■′600

kcal

130′000

%

4.0

72.9

1

l
l

ト

空調器,ダクト及び内装鋼板等熱容量 556′000

床押えコンクリート及び定盤熱容量 160.00(〕 2】.0

試 馬奏 体 熱 容 量 15′800 2.】

100

定 常 負 荷
kcaし/h

6l.800 1284･800
100

熱 容 量 負 荷
lkcal

76l′800

｢
l

注二外気条件 温度 32コC,湿度 68%RH

【a 冷却装置

6.1 冷凍サイクル

図4はヰこ装置の全休主系統[ヌ】をホすものであるが,同ぃ¥Jの

右側の部分に本装置の心臓部ともいうべきフロン22冷蝶を他

用Lたスクリュー冷凍機による,二段庄劾占冷i東サイクルをホす(J

新鮮空気導入装置系統

No.3

隙i昆装置

No2

除湿装置

NDl

捺さ塁装置

低圧段スクリュー冷凍横

M

外気から
吸入

高圧段スクリュ…冷凍埼

M

冷凍装置系統

(冷媒フロン22による2段圧縮冷凍サイクル)

蒸気ヘッダ ポンプ 冷却塔
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車由封装置

エンジンダイナモメ+r

真空ポンプー
減圧及びエンジン耕ガス処理装置系統

注= ◇冷却水配管 ◇蒸気配管

排ガスニ次冷却器

ポイラ
補給水

蒸気源装置系統
槽から 冷却水源装置系統

図4 自動車用低圧･イ生温環境試験装置の主系統図 本装置は,第I.第2実験室を中心に空気調

和装置系統,冷凍装置系統,新鮮空気導入装置系統,減圧及びエンジン寺非気ガス処理系統,蒸気源装置系統.j令

却水玉原姿置系統などから成っている｡
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本冷i束サイクルは,一般空調あるいは産業用の場合に比べ

負荷特性及び取扱いの点で大変異なっている｡前述のように

負荷の変動幅が大きく,変化が急激であること,制御すべき

負荷温度(実験室温度)の範囲が一40～＋500cと広く,温度差

で900cもあることなど,過酷な負荷特性に対Lて安定した運

転が得られ,更に高い制御精度が要求される｡

環境試験装置の通常の使い方は,朝,運転を開始し,夜,

停l上する｡すなわち毎乱 発停が繰り返される｡二のため,

逆転の発停操作が簡単であること,起動から全員荷運転までの

立上がりが速いことなどが冷凍サイクル計画上の要点である｡)

6.2 冷 凍機

表4に本冷凍サイクルに使用した糾貨スクリュー冷凍機の

主な仕様を示す｡

スクリュー冷i束機は,次に示すような利点がある｡

(1)ガス圧縮部分の谷相当たりの処理ガス量が,匝+転式のた

め多く答量に対して圧縮機がコンパクトである｡二のため,

オイルセパレータを含めた圧縮機ユニットとLて簡単にまと

めることができ,据付面積が小さくできる(図5)｡

(2)振動が少ない｡

(3)スライド弁機構により100～約15%まで無段階の茶壷調整

ができる｡

(4)多気筒冷i束機の吸入･吐山しバルブに相当する消耗部品

がないため保守が簡単である‥

(5)圧縮比の大幅な変化に対応できる｡

スクリュー冷i束機はこのような特長をもっているため,中

谷壷以j∴の低†孟環J竜試験装置用に適合Lた機稚といえる′二′

6.3 冷却方式及び冷媒

本装置の場合,装置規模,温･湿度範囲,負荷特性,制御

精度,経折性(設備費及び逆転経費),操作作などを給†ナ郎Jに

考慮した結果,冷媒フロン22による乾式‾直接冷却法が,次に

述べるような問題′･▲ウニはあるが,総fナ的にみて最良であること

表4 スタIjユー冷凍機の主な仕様 本装置に使用したスクリュー冷

凍機の主なイ士様を示す｡

仕様
機 種 ロータ径iロ‾タ長ノ 回 転数 電動機出力

区分 (mm)l 占‾一夕径 (rpm) (kW)

高圧(段)側冷凍機

低圧(段)側冷凍磯

スクリュー冷凍機
lZ55111

2′950 1 350

スクリュー冷凍機 321 l.65

2′950:250

㌦

蔑よ､与一巧hノ巧
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図5 スクリュー冷凍機の外観 給油装置及びオイルセパレータを含

めた圧縮機ユニットとLてコンパクトにまとめられ,据付面積が小さい｡
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が分かった｡本方式を採用する場合に,従来規模の膨張弁で

は,¶50～-550cという低子息度条件で,本冷i東谷量を処理す

るためには､数十個という多数の弁を用し､なければならなく

なり,実用に供することが困難であった｡このため,大容量

日影貼弁及び制御システムの開発を行なうことにより乾式直接

f令却法の採用に踏み切ったものである｡

本冷却装置は,我カヾ国の環境試験装置用として最大級の

規模であり,環境試験装置用としてスクリュー冷i束機を採用

したのは国内最初である｡また大容量の装置で毒i盈-40から

＋500cまでの全土或のき温度制御を章乞式直接冷却法だけで行なう

装置システムは日_立製作所独自のもので,他の方式に比較し

て,構成機器の数が少なくシステム簡素であI),スペース,

消費動力,設備費,保守惟などの点が優れている｡

田 減圧,エンジン排ガス処理装置

図4の主系統の右下部に,減圧及びエンジン排ガス処理装

置の系統を示す｡

一般に,イ氏圧条件のあるこの種環境試験装置では,実験室

の圧力を保持f別子卸するための減圧装置系統とエンジン排ガス

を処理するための装置系統とを別々に分けているが,本装置

では,両系統の機能を1系統で処理できるシステムとした｡

その点は次に述べるとおりである｡

(1)系統が一つであるために,真りたポンプは1台,制御系統

は1ルー¶プでよい｡したがって,運転操作が簡単で､設備の

経済惟が良く,設置スペースが′トさい｡

(2)エンジンのアイドリング状態の無負荷に近い運転からJ読

高f与荷の運転まで1去い範仰の負荷変番わに対しても,エンジン

排気の寡困乞-ミ圧を一定に保持することが比較的容易にできる

システムであるため,装置梢成及び計装が簡単である｡

(3)エンジン仝fl荷時の排気一見度はほぼ8000cであるが,この

高i濫排オ■スを`実験1ミの収引ノズル部で周囲からのi成合i充によ

り-一一次i脊却を行なうシステムを採用したため,高i且か､スの処

理が比和川勺難しくなく行なえる｡このため,配管,排か､スニ▲

次i令却昔旨､断熱材などに関するl耐熱性,腐食件の対‾策が比較

的容易である｡

匹】 実験室構造

実験1ミに要求される条件は概略次に述べるとおりである｡

(1)実験1ミ内はラ:キ_t一二山頂以上の高度4,000m相当の気圧460

Torr(-300mmHg)になるため,壁,床,天井などに作用する

外圧力は1m2当たり約4tであI),強度的に-l一分耐え,かつ漏

れグ)ない構造でなければならないこと｡

(2)芙煉1i内のi占良性条件は-40～＋508cにさらされるので,

ニのf温度条件下で強度を保持し,かつ断熱惟に優れた構造で

なければならないこと｡また,熱存立が′トさい構造であるこ

とが冷凍設備茶壷を任Li成するために特に重要である｡

(3)実験宇の床構造については,エンジンを装着して運転す

るため,耐荷重性及び耐拙作に優れた構造であること,及び

イ氏子且に対するJ末のi東上防止対策が講じられていること｡

(4)スペⅦスが′トさく,コンパクトにまとめられること(環境

試験装置の実験棟との相関で全体がコンパクトにまとめられ

ること)｡

(5)実験効率向上に便利なレイアウト,すなわち計測室と実

験室及び機械室との関係で有機的なレイアウトがとれる構造

であること｡

(6)工期が触縦できるものであること｡

(7)安全性が確保できること｡
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(郎 経済性(設備費及び運転経費)に優れていること｡

(9)実験室内での作業性が良いこと｡

従来,この種の外圧が作用する低圧･低塩実験宅の構造は,

鉄骨鋼板製による箱形,円筒形あるいは球形で,外面に断熱

材が施工されているものが-一一般的である｡つ｢1]筒形及び球形構

造のものは,外圧に対して強度が強いため軽造化ができ,か

つ安全性が高いことが大きな利点であるが,実験室の有効ス

ペースに対してむだなスペースが生じやすい｡このために,

これを収納する建屋が大きくなってしまうこと,実験室と計

測室及び機械室とのレイアウトの関係で上記条件(4),(5)につ

いて難点となr)やすい｡

箱形構造の場合は,円筒形及び球形に比較して強度が弱い

ので部材の肉厚などが厚くなり重量が増加する｡大形になる

ほど重量増加割合が大きくなる｡したがって,大形のもので

ほコストが高くつく,熱容量が大きくなるなどの問題点があ

る｡このように従来の形状,構造及び製作方盲去によっては,

上記(1)～(9)までの条件を十分満足するものが見当たらなかっ

た｡そこで,従来の一般的な技術を十分活用できるものであ

ることを前提に,新規構想の実験室の開発に取り組んだ｡図6

は本装置で実施した新規実験室構造の概要(立て断面図)を示

すものである｡

次にこの特長について述べる｡

(1)実験案内の圧力を保持する圧力谷器は,実験室内と保温

材で断熱されているので,圧力容器の熱容量を実験室内の温

度調整をするための負荷容量に含める必要がない｡

また,実験室内空気と直接接触している内装板は,均圧管

によって表裏の圧力が等しく維持されているので薄肉にする

ことができる｡したがって,実験三重単位容積当たりの熱容量を

大幅に小さくすることができるため,実験室の冷却あるいは加

熱時間の短縮に大きな効果をもたらす｡

(2)圧力容器は保温材によって断熱されているため,低温に

なることがないので圧力容器を従来のように低温脆性に対し

て優れた材料,例えばステンレス鋼(SUS304)で製作する必

要がない｡また内装板は低音且にさらされるが,均圧されてい

るため強度を考慮する必要がないので,薄板にすることがで

きる｡

(3)躯体は鉄筋コンクリート造りであるため,特別な強度を

もった躯体構造を考慮することなく,実験室の上部に空気調

和器及び他の重量の大きな機器を設置することができる｡こ

のため,全体レイアウトが立体的となり,敷地両横が′トさく

できる｡

(4)圧力容器と鉄筋とをあらかじめ連結部材を介して国定し.

ておき,その後にコンクリートを流し込む‾方法をとれば,1主

力容器を内側枠として兼用することができるため,実験妄を

安価に製作することができる｡

(5)実験室のコンクリート躯体は,本実験棟全体の躯体と-一一

体構造であるため,工期を大幅に短縮できる｡

以上に述べたように実験室に要求される前記5項目につい

て十分満足できるものを今回開発することができた(特許申

請中)｡

匹l エンジンダイナモメータ用中間軸軸封装置

実験峯の付帯装置及び設備の主なものは表2の5.構成欄中

に示すとおりであり,これらの各装置,設備は低圧･低i盈環

境下に十分耐える構造と機能をもつように配慮されているが,

本章では特にエンジンダイナモメータ用中間軸軸封装置につ

いて述べる｡
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図6 新しい実験室の構造(立て断面図) 構造は,耐圧気密性があ

り,実写会堂の熱容量が非常に小さいことなど性能,機能面で優れているほか,

工期が短い,低コストで製作できるなど種々の特長をもっている｡

機械室

エンジン

ダイナモメータ軸

床

壁 実験室内

エンジン軸

床

図7 エンジンダイナモメータ用中間軸の壁貫通部軸封装置断面図
本軸封装置は,構造が簡単で気密性,断熱性に優れ,長期間にわたって部品交

換を必要としないなどの特長をもっている｡

図7にエンジンダイナモメータの中間軸軸封装置断面図を

示す｡低圧･低温.又は高温の雰囲気中の環境実験室内で,

エンジンを駆動し,この動力を室外に設置したダイナモメー

タ(動力吸収装置)に伝達するために,中間軸を介して実験室

の壁を貫通させている｡このような場fナの軸封装置には気密

惟が良いこと,断熱性が良いことなど種々の機能が要求され

るが,本軸封装置はラビリンスシール方式を採用し,構造が

簡単で気密性及び断熱性に優れ,シール装置のJ肇耗が少なく

長期間にわたって部品交枚を必要としないなどの特長をもっ

ている(特許出願中)｡

m 遷幸云結果

本装置の総/釧隼能試験は,種々の組合せ試験パターンに従

って実施されたが,ここでは紙面の都合で代表的な試験結果
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だけについて述べる｡

(1)減圧性能

図8は,第1実験室についての減圧及び定常保持の試験結

果を示すものである｡常圧から最低圧力460Torrまで約20分

間で到達した｡各圧力の定常保持は900m3/hの新鮮空気を導入

Lながら行なったものであるが,設定庄に対して±2%の保

証精度を十分満足した｡

(2)冷却作能

図9は,第2実験宅についての-400c冷却及び200,000k｡al/h

のエンジン相当全負荷投入時の定常保持の試験結果を示すも

のである｡図川は,この時の圧力制御と900m3/hの新鮮空気量

の の
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までの一定気圧制御試験の結果を示したものである｡±2%の保証制御精度を

十分満足する結果を得た｡
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図9 第2実験室の冷却及び-400c時最高負荷を加えた温度制御

試験記貪喜
一400cまでI時間30分で到達L,性能保証の2時間以内を十分

満足Lた｡また最高負荷時の-400c保持試験でも保証精度±2qCに対Lて予想

を上まわる好成績を収めた｡
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図柑 第2実験室-400c最高負荷時の圧力制御と新鮮空気量制御

の試験記録 -40白C最高負荷試験時での新鮮空気導入量=5mニソmin)と実験

室の気圧(760Torr)の維持制御〕犬況を示したものである｡

の制御二状態を示すものである｡-400cに1時間30分で到達し

ており保証の2時間以内を十分満足したほか,全負荷時の

-400c保持試験についても予想を上まわる好成績を収めるこ

とができた｡

【Ⅲ 結 言

我が阿における自動車環境言式験装置に対する研究はまだ十

数年で歴史が浅い｡しかし,この間の自動車産業の発展は驚

くべきものがある｡すなわち,本低圧･低i孟環境試験装置の

完成の意義は大きく,我カゞ回の自動車,㌧特に搭載エンジンの

技術研究,開発に大きく寄与していくものと考える｡我々は

今日までの貴重な経験と実績に加えて,本装置の製作によっ

て得られた結果を今後の装置に反映させるとともに,更に積

極的な研究,開発を進めていく計画である｡

最後に,本装置の開発と施工に当たり終始御指導と御援助

をいただいた財団法人日本自動車研究所の関係各位に対し深

謝の意を表わす二大第である｡




